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２．就業者数総数の推移

就業者総数は１９７０年の５２１１万人から１９９５年の６４１８万人へと推移してき

た。その間の５年間増加人数は、１９７０～１９７５年が９０万人、１９８０年にかけて

２７６万人、１９８５年にかけて２５６万人、１９９０年のバブルの最中にかけては３３

４万人と増加してきた。その後、１９９５年にかけては２５０万人増と増加数は小さくな

っている。

将来については、人口の増加が止まってきていること、経済成長率が低く失業率が高い

ことなどから２０００年にかけて１３万人増と増加人数は極めて小さくなり、２０００年

に６４３１万人になるとみられる。その後も、２００５年にかけて７３万人増、６５０４

、 、 。万人と推移し ２０１０年にかけては７８万人減少して ６４２６万人になるとみられる

図１ 就業者総数の推移

資料：総務庁統計局「国勢調査 、予測値は今回作業結果」
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